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令和６年４月募集 横浜市市営住宅等入居者選考審議会 

 

                       令和６年２月 19日（月） 

                       午後１時 30分から午後２時 45分まで 

                        横浜市会議事堂３階 多目的室 

 
住 宅 部 長 定刻になりましたので、只今より、横浜市市営住宅等入居

者選考審議会を開会いたします。本日、進行を務めさせてい

ただきます、建築局住宅部長の大友です。どうぞよろしくお

願いします。 

皆様方におかれましては、本日はお忙しい中、本審議会に

ご出席いただきまして、改めてお礼を申し上げます。 

会議の冒頭にあたりまして、２点ほど、確認させていただ

きます。 

本日お配りしております資料につきまして、次第、名簿、

席次表、諮問文、右上に資料１-１から資料３と書かれた配

付資料の他、「横浜市市営住宅等入居者選考審議会 別冊資

料」と書かれたフラットファイルがあるかどうか、ご確認く

ださい。 

フラットファイルには、市営住宅の概要、入居者募集の取

組みの変遷について、条例、規則、審議会規則及び、まだ未

定稿ですが、募集のしおりと書かれた各資料を収めておりま

す。そちらも含め不足する資料がございましたら、挙手をお

願いします。 

この別冊資料につきましては、議事進行の折に、随時ご参

照いただければと思います。また、会議終了後に事務局で回

収させていただきますので、あらかじめご了承願います。 

 

次に、本審議会において議論・発言された内容については、

後日議事録を作成し、発言要旨と出席者名が記載された議事

録をホームページにて公開します。 

そのため、議事録作成の都合上、レコーダーで記録させて

いただておりますことを、併せてご了承願います。 

 

ここからは、次第に沿って議事を進めてまいります。 

はじめに、建築局長の鵜澤より、ご挨拶申し上げます。 
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建 築 局 長 改めまして皆様こんにちは。 
本日はお忙しい中、ご出席いただきましてありがとうござい

ます。本日の審議会では今年４月に予定しております入居者募

集と、その選考基準につきましてお諮りをさせていただきま

す。 
今年１月、元旦に発生しました能登半島地震におきまして

は、多くの方が被災されました。未だ非常に厳しい状況が続い

ている所でございます。被災者に寄り添った支援、横浜市とし

てもしっかりと取り組んでいく所存ではございますが、こうし

た状況の中、住宅セーフティネットの根幹である、市営住宅の

役割というものが非常に大きなものだと改めて認識しておる

所でございます。 
今回の募集では高齢化に今まで以上に配慮した募集方法等

の工夫もしてございます。今年度から実施しております常時募

集、こちらの状況につきましても報告させていただきたいと思

います。 
委員の皆さまの、忌憚のないご意見を頂ければと思います。

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 
住 宅 部 長 ありがとうございました。 

建築局長の鵜澤でございますが、この後所用の為、席を外

させていただきますのでご了承願います。 

続いて事務局より定足数のご報告をさせていただきます。 

横浜市市営住宅等入居者選考審議会規則第４条第３項の

規定によりまして、審議会の会議は委員の半数以上の出席が

なければ開くことができないことになっておりますので、こ

ちらにつきましては事務局より改めてご報告させていただ

きます。 

市 営 住 宅 課 長 現時点で、全ての委員の方のご出席をいただいております

ので、会議開催の定足数を満たしていることをご報告いたし

ます。 

住 宅 部 長 ありがとうございます。 

なお、これ以降の審議につきましては、高橋会長に進行を

お願いさせていただければと思います。高橋会長、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 
会 長 皆様こんにちは。高橋のりみです。どうぞよろしくお願い

いたします。 
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まずは、本日の傍聴の申し出について、事務局より報告を

お願いいたします。 

市 営 住 宅 課 長 現時点では、傍聴の申し出はございません。 

もし、今後、終了までの間に傍聴の申出があった場合は

議事の進行に支障がないように傍聴していただくよう事務

局にて対応させていただきたいと存じますが、いかがでし

ょうか。 

会 長 はい。お願いいたします。 

それでは、次第２、諮問の「令和６年４月横浜市営住宅入

居者募集の実施及び入居者選考基準について」事務局に説明

を求めます。 

市 営 住 宅 課 長 建築局市営住宅課長の小野でございます。それでは諮問事項

について御説明させていただきます。 
席次表をおめくりいただき、５ページの諮問文をご覧くださ

い。 
諮問事項は「令和６年４月横浜市営住宅入居者募集の実施及

び入居者選考基準について」の１件です。 
今回募集する戸数は１のとおり 650戸です。募集する住宅の

内訳と２以降の内容については、次の説明資料でご説明させて

いただきます。よろしくお願いいたします。 
ページをおめくりいただき、７ページの資料１-１「令和６年

４月 横浜市営住宅入居者募集の実施及び入居者選考基準につ

いて」をご覧ください。 

今回の募集総戸数は、650 戸とさせていただきます。 

「１ 募集する住宅及び戸数」をご覧ください。 

「（１）募集における基本的な考え方」ですが、アの「募集戸

数の算定」については、年間の退去戸数と同等程度を半期に分

けて募集し、加えて、修繕後の確認を終えた特別空家を募集い

たします。 

イの「多世代居住の促進」としての子育て世帯への支援や、

ウの「入居ニーズへの対応」としての、（ア）高齢者世帯、（イ）

単身者向けの支援については、引き続き進めてまいります。 

さらに、（ウ）低層階等住戸を希望する世帯向けの設定としま

して、全市単位募集において提供される住戸が「１階又はエレ

ベーター付きとなる区分を新設いたします。身体上の理由によ

り、エレベーターのない２階以上の住戸の居住が困難な世帯に
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対応いたします。 

おめくりいただき、９ページをご覧ください。 

ここからは、基本的な考え方に基づき算定しました、募集区

分ごとの募集戸数についてご説明させていただきます。 

始めに、（２）の「全市単位募集を行う住宅及び戸数」につい

てです。 

アの全市単位の２階以上でエレベーター無しの区分の募集

戸数を 22 戸とし、イの全市単位の１階又はエレベーター付き

の区分の募集戸数を 28戸としました。 

これらは、横浜市による直接建設型の空部屋が比較的多く発

生する大規模住宅を対象とし、備考欄にあるいずれかの住宅へ

の入居を希望される方への募集方法となっています。 

単身者の方も含めて、いずれの世帯の方もお申込みいただけ

ます。 

続きまして、ウの「全市単位、特別空家」を、７戸募集いた

します。こちらは直接建設型住宅であって、入居者が住宅内で

亡くなり、発見が遅れた住戸となる特別空家について備考欄の

いずれかの住宅への入居を希望する募集方法です。こちらも、

いずれの世帯の方もお申込みいただけます。 

次に、（３）の「行政区単位募集を行う住宅及び戸数」につい

てです。エの「行政区単位」ですが 49戸を募集します。こちら

は、行政区を指定した直接建設型の住宅であって、床面積が原

則 60 ㎡未満の住宅となります。備考欄にある行政区ごとのい

ずれかの住宅への入居を希望される方への募集方法となりま

す。なお、記載のない区については住宅単位募集のみ実施しま

す。単身者の方も含めていずれの世帯の方もお申込みいただけ

ます。 

それではページをおめくりいただきまして、次の 10 ページ

をご覧ください。ここからは、（４）の「住宅単位募集を行う住

宅及び戸数」となります。 

まず、オの「一般世帯向、60㎡以上」の募集区分ですが、124

戸を募集します。直接建設型及び借上型の住宅における１戸あ

たりの床面積が原則 60 ㎡以上の住戸について世帯を対象に募

集を行う区分です。そのため単身者の方は申込みいただくこと

ができません。 

なお、募集する住宅の内訳につきましてはこの後の 13、14ペ
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ージにお付けしました資料１－２に、募集区分ごとに募集する

住宅名とその各住宅における募集戸数について、表形式でまと

めましたので後程ご確認ください。 

次は、カの「一般世帯向４部屋以上、70㎡程度以上」の募集

区分で 10 戸を募集します。直接建設型住宅における、４部屋以

上住戸について世帯を対象に募集を行う区分です。特に大人数

の家族向住宅として募集するものです。こちらも単身者の方は

申込みいただくことができません。 

次は、キの「一般世帯向、60㎡未満」の募集区分で、74戸を

募集します。単身者の方も申込みが可能な区分になります。直

接建設型住宅における一戸あたりの床面積が原則 60 ㎡未満の

住戸について、いずれの世帯の方もお申込みいただける募集区

分になります。 

次は、クの「子育て世帯専用」の募集区分で、39戸を募集し

ます。原則、直接建設型住宅で駅徒歩圏内の住宅を対象に、中

学校卒業程度までの子供がいる子育て世帯が入居対象となる

募集区分です。 

一方、次のケは「子育て支援倍率優遇」を行う募集区分で 102

戸を募集します。直接建設型住宅で、高齢化率が高い、近くに

小・中学校及び幼稚園・保育所等がある住宅について、中学校

卒業程度までの子供がいる子育て世帯向けには 20 倍の倍率優

遇を行う募集区分です。こちらは先ほどの「子育て世帯専用」

の募集区分とは異なり、いずれの世帯の方もお申込みいただけ

る募集区分になります。 

次は、コの「特定目的住宅」の募集区分で、全部で 172戸を

募集します。内訳は備考欄にありますとおり、（ア）の「車いす

用」住宅が３戸。（イ）の「高齢二人世帯向」住宅は、直接建設

型住宅が 19戸、借上型住宅が 44戸で併せて 63 戸。（ウ）の「高

齢単身者用」住宅は、直接建設型住宅が 22戸、借上型住宅が 74

戸で併せて 96戸。そして、（エ）の「単身者用住宅」が 10戸と

なっています。最後は、キの「特別空家」の募集区分で 23戸を

募集します。 

入居者が住宅内で亡くなり発見が遅れた住戸となる特別空

家について、備考欄の住宅のいずれか１つを希望して申込みい

ただく募集区分です。いずれの世帯の方もお申込みいただけま

す。 



6 
 

次の 11 ページをご覧ください。２の「募集日程」ですが、例

年どおりですが、（１）の「申込書配付期間」を４月８日の月曜

日から 19日の金曜日までの約２週間、（２）の「受付期間」を

４月 10日の水曜日から 19日の金曜日までの 10日間とします。

また、（３）の「抽選会」については、６月 27日の木曜日に関

内ホール小ホールにて実施します。抽選会場は無観客とし、ユ

ーチューブライブでインターネット配信予定です。 

次に、３の「入居者資格判断基準日」ですが受付最終日の４

月 19 日とし、この日で在住・在勤要件や収入要件などを判断し

ます。 

次に、４の「空家入居候補者資格の有効期間」ですが、令和

７年３月 31日までとします。 

次に、５の「常時募集」についてですが、今回の募集にて、

募集割れや辞退等により入居とならなかった住戸については、

次の基準により、再度原則先着順にて募集を行う常時募集を実

施します。 

（１）募集日程ですが、アの「募集のしおり配布期間」を令

和６年８月 16 日の金曜日から 12 月 27 日の金曜日まで、イの

「受付期間」を令和６年８月 29 日の木曜日から 12 月 27 日の

金曜日までとします。（２）入居者資格判断基準日は、申込日の

属する月の初日とします。（３）空家入居候補者資格の有効期間

は、令和７年５月 30日の金曜日までとします。 

最後に、参考として「４月定期募集の周知方法」ですが、こ

れまでと同様、広報よこはまや記者発表、市内各所におけるポ

スターの掲示、募集のしおりの配架、ホームページへの掲載な

どにより、広く周知を図ってまいります。 

諮問事項の説明は以上でございます。 

参考資料として、今回の令和６年４月募集住宅一覧と、前回

の令和５年 10 月市営住宅応募状況表を、資料１－２、資料１－

３として、13 ページから 16 ページにお付けしましたので、後

ほどご確認いただければと思います。 

それでは、諮問事項につきましてご審議のほどよろしくお

願いいたします。 

会 長 説明が終わりましたので質疑に入ります。 

「令和６年４月横浜市営住宅入居者募集の実施及び入居者

選考基準について」発言がありましたらお願いいたします。 
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はい。○○委員。 

○ ○ 委 員 ○○です。 
高齢者、身体上の問題がある方の住居についてお伺いしたい

んですけれども、今回新設された低層階の１階又はエレベータ

ー付きの募集という新たな区分ということで、こういう見方も

凄く良いと個人的に思います。１階エレベーター付きという事

ですと、お体、足腰があまり良くない方なんかも非常にお住ま

いになりやすいとは思うんですが、バリアフリーとはまたちょ

っと厳密には違うと思うんですね。なので実際、１階の部屋と

いってもなかなか高齢の方で、実は段差があるとか、そういう

ことで実は住みづらいということもあるかと思っています。 
その募集区分以外ですと特定目的住宅というのがあって、そ

こを見るとアの車椅子用の募集３戸というのがあるので、車椅

子用の方に関してはバリアフリー対応のお家になっているの

かなと思うんですが、何かそれ以外で市営住宅のバリアフリー

化みたいなものについて、今の時点でどのような方針といいま

すか、予定があるのかお聞かせいただければと思います。以上

です。 
会 長 小野課長。 

小 野 課 長 ありがとうございます。 

まず一点目でございますけれども、今回、全市単位区分の、

区分分け見直しということが今お話ございました。全市単位

募集、一昨年までは特に階数を定めて無かった区分ではござ

いますけれども、当時より足腰等身体上の理由でということ

でお声をいただくことがございましたものですから、階を分

けたところでございます。 

そういった中で今回、２階でエレベーターが無いという方

の声も少しお聞きしており、数回検証する中で、今回の区分

はこうしたところでございます。その中で先生の今仰った通

り、１階の部分であっても、少し段差がある住宅もあるとい

うのは聞いております。そういった所は特に、入居の際に受

付窓口となっている住宅供給公社の方でも見ながら、なるべ

く段差が、例えば１階の中でも地面のレベルによっては端の

方がレベル感が少ないという所もあり、逆に同じ反対側であ

れば１階であっても少しレベルがある所、段差がある所があ

りますので、そういった所も気にしてもらっているところで
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ございます。 

あと最後、車椅子用住宅を、全体では 100戸余りの住宅を

本市においては特定目的住宅として設けているところでご

ざいます。今の時点ではこういったボリュームでご提供し、

退去が有れば直していくところでございますけれども、今後

の車椅子用住宅というのは、ニーズは少しずつ増えていくと

考えておりますので、様々な改修等の機会を鑑みて増加して

いければと事務局としては考えているところでございます。 

会 長 よろしいですか。 

○ ○ 委 員 はい。 

会 長 他に。○○委員。 

○ ○ 委 員 今の、新しい区分が作られたことに関連して伺いたいと思

います。 

今回これまでの１、２階括って募集していたものが、１階

又はエレベーター付きということで、２階の部分を分けて募

集をするということで、大変これで選ぶ方にとっては選びや

すくと、本当になるものだと思っています。 

前回の、昨年の 10月の募集の時に、45戸の募集に対して

30の応募があったということで、１、２階又はエレベーター

付きというところの区分の数値が示されているんですけれ

ども、それで 0.7倍だったということで応募割れが起こって

いたということなんですけれども、もう少しここの中身を聞

かせていただければと思うんですが、なかなかここが埋まら

なかったのは１、２階と括ってあると、なかなか２階だと使

いづらい方々の声が直接聞かれたんでしょうか。 

会 長 小野課長。 

小 野 課 長 ありがとうございます。 

元々でございますけれども、全市単位募集といいますの

が、ちょっと言い方を変えますと、何処でも良いからこうい

う低廉の家賃である市営住宅に入居したいというニーズを

捉えた部分であると考えております。 

そういった意味で全市単位募集の応募倍率が極端に多く

なるということが、事務局としては避けなければいけないと

いうことが担当者からございました。 

そういった中で令和３年 10 月からこういったところで分
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けました。全市単位募集であるにも関わらず、極端な高倍率

になることを避けようという趣旨が確かにございまして、比

較的低層階である２階を入れたところでございますけれど

も、過去４回実施したところで１倍前後の応募倍率と、繰上

げ当選もございますので、ほぼ全員の方が入居できていると

いうところを検証できました。 

そういったことを踏まえまして今回、確かに応募しなかっ

た理由というのが、拾い上げるということが難しいと考えて

おりますため、この方式も数回ほど検証させていただく中で

応募倍率がこれによって非常に高くなるということであれ

ば、また諮り直さなければなりませんけれども、もし１倍前

後ということで比較的低倍率であるならばこの形式を続け

ていくことがよろしいかというふうに考えているところで

ございます。 

会 長 ○○委員。 

○ ○ 委 員 選ぶ方が、区分が分かれたことによって、より行きたいよ

うな所に入れるようになるものだと思いますので期待をい

たします。 

それとは別で、これは地域の募集に対しては新たな取り組

みですけれども、ずっと住んでらっしゃる方々も足腰が弱っ

たりとか、あと病気、障害が途中から生まれたということで、

上の階に住んでいてエレベーターが無い場合、下の階を希望

されることがあると思いますけれども、その時の対応はどの

ようにされているんでしょうか。 

会 長 小野課長。 

小 野 課 長 公営住宅法の中で、住戸の募集につきましては原則、公募

ということを基本にしていますけれど、先生が今仰ったとお

り、体の不都合により、例えば上の階から下の階に、直接的

にご案内することが認められている、特定入居というものを

かねてより実施しているところでございます。 

それは実際にご希望される方が理由も添えて指定管理者

の窓口に申し出頂いているものでございます。それに従いま

して、例えば足腰の関係であれば１階の所が空いた時に、公

募に回す分を少し確保しながら、特定入居の方のニーズに応

えるための住居も確保したうえで順番にご案内してきたと

ころでございます。 
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一方で余談にはなりますけれど、最近では高齢化も進んで

いるということで、かなり重度のそういったニーズを必要と

する方が増えてきた状況がございます。そういった意味で非

常に待ち年数が長くなっているような状況がございます。 

ただ、公募という事の原則を崩せないという状況の中で、

追加募集のしおりにもご案内させていただきながら、そうい

ったニーズの方が特定入居を申込みいただきつつ、住んだま

まで、例えばエレベーター付き住宅という案内が、しおりに

はございますので、そういった住居を申込みしていただくこ

とも可能というようにさせていただいているところでござ

います。先にご案内された所に入居手続きをしていただけれ

ばという考え方でございます。 

会 長 ○○委員。 

○ ○ 委 員 ありがとうございました。 

この募集のしおり令和６年度４月から、まだ校正の段階だ

と思うんですけれども、資料として付けていただいているも

のを見ますと、新たな区分が出来たことは、本当にお知らせ

すれば本当に参考になると思うんですけど、こういう情報な

どは、１ページ目の所ですぐにパッと分かるように新たな変

更ですので、されるといいのかなと思います。１枚開くと出

てはきておりますけれども、こういう所を新たに変えました

ということがすぐ分かるような、お知らせの仕方をするとよ

いかと思いますのでちょっと要望として。 

小 野 課 長 かしこまりました。 

○ ○ 委 員 別の観点で、続けてよろしいですか。 

会 長 ○○委員。 

○ ○ 委 員 市営住宅全体の入居率をアップさせて、求めている方に応

えられる準備をすることが大事だと思うんですけど、今回の

４月の募集の件数には、620戸ということで、この中に特別

空家の募集が 30戸ということで前回よりは、前回 10戸のと

ころが 30 に増えるということが表で見て取れるんですけ

ど、これまでリフォームをずっと置いておかざるをえなかっ

たものが、リフォームが出来て、それが利用可能になって募

集の戸数が増えるというふうに見て取れますね、入居率がア

ップするということを期待するわけですけど、直近の入居率
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というのは数字で教えていただいてよろしいですか。 

会 長 小野課長。 

小 野 課 長 毎年、日々入居退去の状況は変わるものではございますけ

れども、毎年年度末、３月末で統計としては整理していると

ころでございます。直近で申しますと、令和５年３月 31 日

の時に取りましたものが、約 88％ということでございます。

31,000 戸の住戸に対して、27,000 戸余りの入居者がいらっ

しゃるというところでございます。残りの空いている所に対

しましてはちょうどその翌日、４月１日から入られるご予定

の方もありますし、あと今本課で、様々進めております住戸

改善事業とか建替事業の為に、一時的に、仮住まいしていた

だく方の住居を確保しなければいけないということもござ

いますので、概ねかなり入っていただいているようには認識

しているところでございます。 

ただ、先生今仰った、より高くということもございます。

そういう意味では昨年の８月に初めて実施をいたしました

常時募集というものがございますが、こちらについては後ほ

どご報告いたしますけれども、定期募集において募集割れと

なった空き住戸、２か月遅れになりますけれど、先着順でご

入居いただくという仕組みになっておりますので、より一層

の入居率の向上が図られるものというふうに考えておりま

す。 

会 長 ○○委員。 

○ ○ 委 員 是非その点は期待をしておりますので、よろしくお願いい

たします。 

会 長 他にご質問は。○○委員。 

○ ○ 委 員 ご説明ありがとうございました。 

ちょっと何点かお伺いしたいんですが、選考倍率の優遇の

件で教えてもらいたいんですが、子育て世代の方々や高齢者

の方々に対しての優遇倍率についてですが、倍率を付けたと

しても 100％の入居が叶わない方もいらっしゃると感じるん

ですが、これは選考から漏れた方に対しては常時募集の際

の、おそらく優遇みたいなものは付くんでしょうか。 

会 長 小野課長。 

小 野 課 長 ありがとうございます。 
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常時募集につきましては、あくまで一律に先着順というふ

うに考えているところでございます。一方で、いずれにして

もこれからもそうですけれども、一番初日だけは希望が集中

することが十分想定されますので、初日の１日の間に朝から

夕方まで来た方で、一つの区分に重複した方については、今

回で言いますと翌日に住宅供給公社での抽選をしまして決

めさせていただいているところです。そこにおいては特に倍

率の格差等は考えていないところでございます。 

会 長 はい。○○委員。 

○ ○ 委 員 はい。わかりました。ありがとうございます。 

この優遇の関係でいうと、今の３世代世帯などもいらっし

ゃるかなというふうに感じるんですが、高齢者を抱えている

世帯で、さらに子育てをしている世帯、こんな３世代型の方

の選考に対してはなんか優遇倍率的なものってあるんでし

ょうか。 

会 長 小野課長。 

小 野 課 長 ありがとうございます。 

多世代向けには、やはり多子世帯優遇という項目が、実際

にはあまり使われてないところが実情ではございますけれ

ども、入居しようとする配偶者を除く親族に 18 歳未満の子

が。 

会 長 そちらは資料ですか。 

小 野 課 長 すみません資料ではなくて、未定稿かもしれませんが募集

のしおりの中に、優遇制度について書かせていただいている

ところがございます。これでいいますと 67 ページでござい

ます。上の方に多子世帯という項目があるかと思います。67

ページの上から４番目です。１番上が公害等認定患者等とあ

りますが、４番目に多子世帯というのがございますが、入居

する親族に 18 歳未満の子が３人以上いる世帯については３

倍という優遇がございます。 

今先生が仰った３世代というものについては特に設けて

ないところでございます。 

会 長 ○○委員。 

○ ○ 委 員 分かりました。ありがとうございました。 

高齢者も子育ても、どちらも倍率的には３倍なので、それ
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を足し算するわけではないんですね。ありがとうございまし

た。 

 あと広報の関係なんですが、是非色々と多くの市民の方々

に情報が行き渡るように広報をお願いしたいんですが、その

中でも連町会などを含めてのご案内ですとか、例えば連合町

内会、それぞれの自治会などの掲示板などがあるので、そう

いった所への掲出ですとか、そういった取り組みというのは

あるんでしょうか。 

会 長 小野課長。 

小 野 課 長 各区役所におきまして、連合町内会長様がリードを取られ

て色々と広報していただいているところでございます。検討

していければと思っております。 

一方で、今まで区役所の掲示板というものにつきまして、

ここ数年、聞く中ではございますけれども、新型コロナの蔓

延の中で集まることが避けられたいという声があったもの

ですが、ようやく収束になってまいりましたので今回少し聞

いてまいりましたところ、特に規定上は禁止するものは無い

んですけれど、先生方ご存じのとおり区役所の掲示板は限り

がありまして、どうしても区の関係のものを中心としたいと

いうことは言われておりますので、今後そこも含めて区役所

との連携が必要かなと考えております。 

会 長 ○○委員。 

○ ○ 委 員 はい。是非宜しくお願いしたいと思います。 

本当に市営住宅に入りたい方はアンテナを高く張ってい

る方が多くいらっしゃるかと思いますが、一方、その情報を

求めている方も結構多くいらっしゃると思いますので、より

多くの方にそういう広報をよろしくお願いしたいと思いま

す。 

会 長 他にご意見。はい、○○委員。 

○ ○ 委 員 10 ページの住宅単位募集を行う住宅及び戸数の子育て向

けについて聞きたいんですけど、区分で(ク)の所、子育て世

帯専用で、これは子育て世帯だけ 39戸ですよと、その下（ケ）

の所で子育て支援倍率優遇ということで、一般単身もＯＫだ

けど子育て世帯は 20 倍優遇しますよとなっています。いず

れも子育て世帯の優遇施策だと思うんですけど、分かりにく

いというか、この 20 倍優遇の 102 戸も併せて子育て専用に



14 
 

しないで、あえて子育て専用 39戸、20倍優遇 102戸と分け

たのは、何か考え方があるんですか。 

会 長 小野課長。 

小 野 課 長 ありがとうございます。 

 子育て世帯の方により入っていただこうという主旨は変

わらないんですが、その後の主旨が少し異なってございまし

て、子育て世帯専用の区分におきましては、まさに子育て世

帯の方だけを申し込んでいただくことでの優先感を出して

いるところでございます。 

次の子育て支援倍率優遇につきましては、むしろ主旨とし

て、大きな団地を中心に近年、高齢化が非常に進んでいる状

況がございますが、そういった中で高齢者の方だけですと

色々団地自治的に支障が出ているようなことがございまし

て、団地の方々からは、より若い方が入って欲しいというニ

ーズが寄せられているところでございます。 

そういった意味で、高齢者の方が多くなったことに対する

支援として、子育て世帯の方達には、手を挙げてくださるよ

うであれば是非入っていただきたい、子育て支援、倍率優遇

で入ったとしましても、例えばお子さんが独立しても引き続

きその方達にお住まいいただくということには変わりあり

ませんので、引き続き高齢者の方達よりは一世代若い親御さ

んたちに団地自治を担ってもらいたい、そういう主旨で区分

けを設けているところでございます。 

会 長 よろしいですか。はい、○○委員。 

○ ○ 委 員 どうもありがとうございます。 

１つ、この規定外の話をちょっとお聞きしたいと思ってい

るんですけど、単身で入られる枠も有るし、そういう募集も

されているということなんですけど、議会の中でも少し話題

になったのが、離婚前の特に女性の方だと思うんですけれど

も、これまで専業主婦であったとか、パートとか、バイトで

あったり収入的には非常に低い方が、まだ離婚には手続き上

至っていないんだけれども別居状態にあると、お子さんは、

例えば奥さんの場合だったら旦那さんの方が面倒みている

というか、自分だけちょっと出ざるを得ない状況になった女

性が、やっぱり住居を探すのがもの凄く大変だっていう事例

もお聞きしまして、実際私のお知り合いの方、横浜市内では
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無いんですけど、実家も遠かったりとか色々な事情があっ

て、結局住居が見つからなくて、一度ホームレスをされてい

たっていう女性の方があるんですね、やっぱりこちらの 37

ページの募集要項の所にはＤＶの事は書かれているんです

けれども、そういう今の法制上の狭間というか、そういうと

ころに落ちてしまう方にもやはり何らかの形で横浜市とし

ても手立てをしていく術がないのかなということをちょっ

と思いまして、議会でもそんな提案というかご意見があった

というふうに思っているんですけども、その辺どういうふう

に実情を把握するかということは難しい部分もあると思う

んですけど、そこは何らかの手立てを打っていくこれからの

課題点かなと思っているんですけど、その辺は如何なんでし

ょうか。 

会 長 小野課長。 

小 野 課 長 ありがとうございます。 

先般、お話をいただいた時に、私の方から所管の国土交通

省関東地方整備局にも考え方を確認してまいりました。公営

住宅法上のということでございます。原則的には夫婦という

のが、我が国の民法の家族法の中では同居をするという仕組

みの中で、配偶者のいずれかが家を持っているという状況に

おいては、もう一方の配偶者というものが住居はあるという

ような見做しがある訳ですけれども、今先生仰った通りで、

これから離婚等されるという考え方も多くいらっしゃる中

で、何かしらの手立てが必要という事は従前からもございま

した。 

そういった中で私達の方でも今でもやっている仕組みと

しましては、概ね離婚の前に別居状況というものがあるとい

うふうに考えております。運用の中ではございますけれど

も、住民票等で別居ということが概ね１年確認ができまし

て、かつ入居の時の意思表示の中で入りたいという方の意思

の中で、離婚を前提としているということであれば入居の申

込みを受けさせていただいているところでございます。 

その上で、ただし住宅ごとに、元々の原則の通り、夫婦が

分けられて住むということは前提では無いものですから、配

偶者の一方の方が市営住宅に申し込んで当選されて入ろう

とした時までには、今のところ、離婚を完全に終えていると
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いうことが必要なのは運用の中でさせていただいていると

ころでございます。 

会 長 ○○委員。 

○ ○ 委 員 ありがとうございます。 

これから共同親権の議論も本格的に国会の方でも入って

いくと思うんですけど、これまでにも様々な議題提起がされ

ていた中で、お子さんとの面会とか養育費の問題とか色々な

ものがあって、結果的には中々離婚がままならないという状

況が長引くということも十分有り得る中では、やはり一方が

家を出されてしまうと、住むところが無いという状況は、や

はりちょっと、人として非常に心を痛めるというのがありま

すので、今の話ですとちょっとまだこれから議論ももう少し

丁寧にしていただけると尚いいなという印象を受けました

ので、是非この辺を考慮していただきたいなと思います。以

上です。 

会 長 他に何か。はい。○○委員。 

○ ○ 委 員 ○○です。 

入居者の、申込みをして資格の判断で基準日がありまし

て、申込み時点ということですね、収入要件とか福祉的な高

齢・障害といった状況を判断しているようなんですけど、以

下の質問、いくつかお願いするんですが、入居をして継続し

て住まわれている中で、状況が変わる、収入が上がったり下

がったりということがありますし、また障害などの程度が変

わっていくということになっていますが、それは何らか更新

の期限があるとか、例えば随時入居者の方から申し出ること

が必要なのか不勉強なんですけど教えていただけますでし

ょうか。 

会 長 小野課長。 

小 野 課 長 ありがとうございます。 

まず１点目の収入につきましては、毎年確認をさせていた

だくこととさせて頂いております。仮に一定の収入を超える

と明渡しの請求をしなければいけないという法定の決まり

でございますので、２年間程度猶予の期間はございますけれ

ども、住居の退去をご案内しているところでございます。 

また障害の程度とか状況が変わることによって、もしかし

たらば違う住宅、例えばバリアフリーの住宅が必要というこ
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とがあるかと思います。いずれにしましても、そういったご

要望に対しては各指定管理事務所の窓口の方でご相談を受

けさせていただいて、対応させていただいているところでご

ざいます。 

会 長 ○○委員。 

○ ○ 委 員 ありがとうございます。 

収入が、例えば仮に下がった場合も、それは１年の中で把

握をされて、例えば減免の度合いが多くなる、そういう判断

で宜しいでしょうか。 

会 長 小野課長。 

小 野 課 長 はい。そのとおりでございます。 

公営住宅は、同じ部屋であっても第一区分、第二分位、第

三分位、第四分位ごとに家賃を条例で決めていますので、仮

に今まで第四分位であったものが第三分位になれば、同じ部

屋に住みながら、翌年１年間の住宅家賃を４月から３月まで

で決めさせていただいているところでございます。 

会 長 ○○委員。 

○ ○ 委 員 ありがとうございます。 

所得が下がって、公営住宅の家賃が下がることを、例えば

知らなくて困窮が深まるという状況があるというふうに伺

いますので、横浜市営住宅ではその権利を認めることにされ

ているということで、安心をいたしました。 

会 長 他に。○○委員。 

○ ○ 委 員 はい。２つあります。ご説明ありがとうございました。 

今の話の流れでこれはまず要望なんですけど、平成 30 年

度の住生活基本計画を進めてらっしゃると思うんですけど、

ちょっとだいぶ古くなってきていて、市営住宅の考え方みた

いなものについて常任委員会で議論される予定があるかと

いうのを聞きたい。というのは隣の川崎市さんとお付き合い

しているんですけど、今どっちかというと高齢住宅、セーフ

ティーネットの役割が大事なんですが、一方で若い世代の

方々とか子育てで、もしかしたら一時的に入る方々がどうい

うふうに暮らしていくかというのと、もしかしたらちょっと

算出されていると思うんですけど、退出していく流れ、ステ

ップボード的な公営住宅の機能というものを見直さないと
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いけない段階にきているじゃないかと思っているんですね。

横浜市はまだ凄くセーフティーネットの方が強いかもしれ

ないんですけど、例えば地方都市なども随分空いているん

で、その床どうしようかみたいな議論が出てきて、今横浜市

の中でも局地的にそういうことが起こっているのであれば、

若干少しこれ国の方と調整しないといけないんですけども、

いわゆる住宅以外の機能、例えばケアだったりとか、就労す

る支援だったりとか、そういうものを添加していくような、

そういう考え方をそろそろ本気で横浜市も考えた方がいい

のではないかなとずっと思っているんですね。 

その上で基本計画の方も平成 30 年でだいぶ進んでいます

ので、そのあたりどういう流れで考えていらっしゃるのか、

一度この段階でお聞きしたいと思っています。 

会 長 大友部長。 

大 友 部 長 はい。ありがとうございます。 

先生が 30年と仰っているのは、市営住宅 31,000戸を、そも

そもどう整備するかという事で、実はその当時作った整備の

方針というものでございますが、一方で住生活基本計画の方

は定期的に見直しをさせていただいております。この 30 年

に作った整備の方針に関しましては、今、その耐用年数を迎

える約 14,000 戸をしっかりと建替えないし住戸改善をし

て、しっかりと建物として耐用年数を延長させる、ないしは

生まれ変わらせてという方針はありつつも、先生が仰ってい

るように我々も川崎市の隣ですし、子育て世代ですとか、ス

テップボードまでは我々まだ描き切れてはいないんですが、

次の住生活基本計画、マスタープランの方では、やはり今後

の公営住宅の有り方というものに対しては少し議論しなけ

ればいけませんし、法律という面でいうと、用途を廃止する

ですとか、それから目的外に使用するとか、最近実は関東地

方整備局とも意見交換をしたんですが、国の方は子育て世代

を支援するということで、色々と今の公営住宅を変えない

で、今申し上げたような手続きで上手くやってほしいみたい

なことは言っているんですけども、倍率がまだ５倍以上ある

中で、でも工夫は出来ると思っています。先生が仰った通り

市営住宅を見回しても倍率の高い所、低い所がございますの

で、特に倍率が低い所で子育て世帯を誘致するなど本当に適
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切かどうかというのは議論すべきだと思いますが、現行制度

の中でも工夫をすれば、上手くずっと○○先生からもご指摘

いただいている子育て世帯にどうお入りいただいて、どうス

テップアップして、収入が越えたら本当は出ていかなければ

いけないのか、そのままお残りいただいてコミュニティーの

醸成にしっかりと関わっていただけるのか、そういったもの

は住生活マスタープランの方でしっかりと次回議論しなけ

ればいけないんじゃないかというふうには思っております。 

会 長 ○○委員。 

○ ○ 委 員 議論を形にしていただきたいと思います。なんでそう言っ

たかというと、概要の方がちょっと少し古いというか、今後

の市営住宅の有り方の一番最後の数行が何となくインフラ

の数を整えていきますよみたいなことが書いてあるんです

けども、場合によっては今のような多機能化だったりとか、

そういうことも視野に入れて、これって急に始めて来年から

住居でなく違う機能にすることは考えられないので、結構だ

いぶ前倒しで住宅を少しピックアップしてこれに出してい

かなければいけなかったりすると思うので、そのあたりをど

の面、どの段階からそれを始めるか、今どうするかという整

え方をするのに、もしかしたら入居選考の時に、それを見極

めてこの住宅についてはしばらく募集を停止するとか、そう

いうことを考えなくてはいけない。そのあたりを書き込んで

いただいた方がいいんじゃないかと思います。 

会 長 大友部長。 

大 友 部 長 わかりました。ありがとうございます。 

今のお話を踏まえますと、実は今、野庭住宅 3,300戸ある

所を、今再生に向けて入居を停止して政策的に空き家を作り

出して、今後どう再生していくか、実は野庭では比較的利便

性の高い所ですし、元々ファミリー世帯が非常に多く、団地

の中にはセンター街区として商業施設、子育て施設、学校等、

比較的住みやすい、生活しやすい、もしかするとそういった 

所を先に先生が仰るようにしっかりと政策的に色合いを付

けて、そこをまず試しという言い方は失礼ですけども、どの

ような将来の公営住宅のあるべき姿みたいなものを実現す

るとか、もう一つ洋光台という所でも今再生が始まっている

ところですので、ちょっと、今日明日どうこうということで
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は無いのかもしれませんが、我々政策的にどのように団地

を、ただハードを綺麗にするだけではなくて、市営住宅の質

みたいなところも少し、我々の方も来年度以降少し検討を始

めたいと思います。 

会 長 ○○委員。 

○ ○ 委 員 わかりました。ありがとうございました。 

もう一点、すみません。単純な話なんですけど。随分前に

募集のしおりの中で、具体的に言うと最寄りの駅とか、その

あたりの住所的な一覧表にはなっているんですけど、ここか

ら何分、ここから何分と言われて、その住宅に自分の暮らし

がイメージ出来るかなと私はずっと思っていまして、前に確

か地図かなんかに表した方が良いんじゃないですかねと言

っていた地図がどっかいっちゃっているんですね、例えばも

しかしたら窓口が、今後ろを見ると来社によるご相談は事前

予約ということなので、事前予約ということは、入ろうと思

った段階で、行かなきゃいけないわけですよね相談に。その

前に先程から話題になっている、私今回募集してみようか

な、どういう所が空いているかなといった時に、このリスト

で凄い探しにくいんじゃないかなとまず思っているんです

ね。 

あと間取りも勿論大事なんですけど、その周りに何がある

かっていうのは、たぶん地図とかでは分からなくて、今だと

自分で検索する人もいるけど、たぶんしない人もいるだろう

し、学校がどの辺にあるのかなとか、駅だけじゃなく、例え

ばケアプラザとか病院とかがどうなってんのかなみたいな

ことを、本来であれば募集の度にですね、例えば地図上にこ

ことこことここが、こういう募集が今かかってますよと、一

発同じことが有れば、例えば区役所とか色々な所に募集のし

おりとセットで置いておけば、今回ここが募集が出たのかと

すぐわかる。そういうのがちょっと今足りない気がするんで

すね。おそらく窓口に来て今までだったら公社の方がです

ね、こっちよりこっちの方が利便性がいいですよ、この辺が

こうですよねみたいな話をされてたかも知れないんですけ

ど、その段取りが手薄になっているような印象があるので、

逆にその辺はですね、ＷＥＢもありなのかもしれないんです

が、地図で提出するというのもありなのかもしれないんです
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けど、何処かがそれをサポートするような仕組みというか地

図でもいいと思うんですけど、ちょっと１回検討していただ

く方がよろしいんじゃないかというふうに思いますので、こ

れは要望です。 

会 長 小野課長。 

小 野 課 長 ありがとうございます。 

確かに、去年度より応募の方に対して任意ではございます

けれどもアンケートを取っておるところでございます。先生

言われたとおり、住宅を選択する基準として重要視されるも

のとしてお買い物、生活利便施設とか、自分の通っている高

齢者の方ですと病院の場所とかというのが大事だというこ

とが分かりました。そういったところを踏まえて地図の中で

自分がどのエリアを希望したいのかというのは当然ある中

で、紙面なのかＷＥＢの中でというのか、ＷＥＢもだいぶ高

齢者の方も含めて使われているということがよく分かりま

した。余談ではございますけれども、4,000後半くらいの応

募の中で、昨年度初めて始めたインターネットでの応募も

800を超えている状況でございます。非常にあまねくインタ

ーネットが活用されているということもよく分かりました

ので、そういった方法も含めて住宅供給公社と一緒に考えて

いければというふうに考えております。 

会 長 他によろしいですか。 

では、ご発言もないようですので、本諮問については質疑

を終了し採決を取ることにご異議ございませんか。 

全 委 員 異議なし 

会 長 それでは採決いたします。採決の方法は挙手といたしま

す。本件については原案のとおり可決することに賛成の方、

挙手を求めます。 

全 委 員 （全員挙手） 

会 長 それでは、「令和６年４月横浜市営住宅入居者募集の実施

及び入居者選考基準について」は、以上のとおり決定するこ

とといたします。それでは、そのように取り扱わせていただ

きます。その他、なにかご質問等ございますか。それではご

質問も無いようですので・・・。 

はい。小野課長。 
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小 野 課 長 報告事項の方もございますので、恐れ入ります。 

２点ございまして、資料の 17 ページからご覧いただけま

すでしょうか。２件連続で、資料 17ページの資料２－１「市

営住宅の一時提供について」をご覧ください。 

ウクライナ避難民の方及び令和６年能登半島地震の被災者

の方に対する市営住宅の一時提供につきまして、次のとおりご

報告いたします。 

はじめに１の、ウクライナ避難民の方への支援についてです

が、令和４年４月より、ウクライナ避難民の方へ市営住宅の一

時提供を行っていますが、出入国管理及び難民認定法等の改正

により創設されました、補完的保護対象者認定制度の創設によ

るウクライナ避難民への保護制度の拡充や、他国からの難民支

援との公平性の観点から、新規入居者の受入れは、令和６年３

月末をもって終了いたします。なお、現在入居している避難民

に対しては、引き続き一時提供を継続いたします。 

入居状況及び補完的保護対象者認定制度につきましては、参考

１及び参考２に記載いたしましたので、後ほどご確認いただけ

ればと思います。 

次に２の、令和６年能登半島地震の被災者への支援について

ですが、令和６年１月 10 日より、能登半島地震の被災者へ、市

営住宅等の一時提供を行っています。参考としまして入居状況

ですが、２月 13日現在延べ問合せが 25件、入居中が８件とな

っております。 

おめくりいただきまして 19 ページの資料２－２は、１月 10

日に記者発表させていただきましたものとなります。裏面 20ペ

ージに対象住宅としまして、市営住宅及び公社住宅の一覧を記

載しております。 

報告事項１点目の説明は以上です。 

続きまして資料３「常時募集住宅について」をご覧ください。 

令和５年８月常時募集で申込みのなかった住宅及び令和５年

10月募集で募集割れとなった住宅につきまして、次のとおり常

時募集住宅とします。 

１の住宅一覧のとおり、裏面までご覧いただきまして、計 119

戸を募集いたします。 

２の募集開始日ですが、令和６年２月 28日水曜日とし、２月

15 日、横浜市住宅供給公社ホームページで公開済となっており
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ます。報告事項２点目の説明は、以上です。 

以上、報告事項２点につきまして、よろしくお願いいたしま

す。 

会 長 では報告が終わりましたので、質疑にはいります。発言等

ございますか。はい。○○委員。 

○ ○ 委 員 まず、一時提供のことについて伺いたいと思います。 

一時提供の枠というのは、色々な火災があった場合に利用

できるというような枠として確保されていると思いますけ

れども、全体の戸数はどれ位の規模であるとか、空きの戸数

は直近ではどの位の状態になっているのか、ちょっとその辺

のところお願いいたします。 

会 長 小野課長。 

小 野 課 長 はい。ありがとうございます。 

現在、全体では 110戸を目的外使用という形ではございま

すけれども確保しているところでございます。その中で、ご

覧いただきましたウクライナの方の入居が 50 戸以上という

状況の中で、13 日時点ではございますけれども、残りが 18

戸という状況になってまいりました。そういう中で、これか

らも不意に火災等でその日の内に住居が必要とされる方が

出ると考えられますので拡充を考えております。全市で今の

所 35戸を春に向けて準備中でございます。 

会 長 ○○委員。 

○ ○ 委 員 状況を確認しました。ありがとうございます。 

ウクライナからの方への提供についてなんですけれども、

次の４月からは国による制度の定住支援プログラムという

ことで、宿泊施設の提供がされるということなんですけれど

も、都内で住宅の確保、半年ということは聞いておるんです

けれども、そこが期間を過ぎると退所後の入居支援が行われ

るんでしょうか。流れがどうなるかを確認したいと思いま

す。 

会 長 小野課長。 

小 野 課 長 はい。ありがとうございます。 

現在、国際局が窓口になっているわけですが、ウクライナ

本国から直接日本に来られる方というのが非常に少なくな

っている状況と聞いております。既に何らかの仲介者を通じ

て、あと民間アパート等を持って来られる方も少なくないと
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いうふうに聞いているところでございます。 

一方で先生が仰った通りで、この４月以降に新たにウクラ

イナ本国から、難民的に来られた方に対しては、国の方で何

らかの手配、例えば借上げ市営住宅なのか、仲介者の方が手

配した住宅に対する家賃補助なのかとか、そういったことを

国の方で責任をもってやるというふうに聞いておるところ

でございます。 

また、そういうような形で半年間経ち、住居が必要という

方に対しては、国のほうでいわゆる、非公式ではあると聞い

てはおりますけれど、ＮＧＯさんが様々、半年経過後の居宅

付きの就労先とか、そういったものをご案内しながら日本の

生活に慣れていただく支援を行っていくと、これはウクライ

ナの方に限らず他の国からの難民の方も同様に行うという

ふうに聞いておるところでございます。 

会 長 ○○委員。 

○ ○ 委 員 はい。その流れを確認いたしました。 

それから別で、能登半島地震の被災者の受け入れについて

なんですけれど、これまで一時提供というものは、コンロと

か照明とかカーテンは準備していますよということでした

けれども、エアコンが無かったりとかで自己負担が発生して

いたっていうふうに聞いていて、なかなか住まいの提供とい

うことでは不十分ではないかなというふうに思っていたん

ですけど今回その点は改善をされるんでしょうか。 

会 長 小野課長。 

小 野 課 長 特に、まず今回の能登半島地震の方は、よくお聞きします

と、横浜市内に縁のある方ばかりであったということはござ

いますが、こういう災害ということに鑑みて、着の身着のま

まで来られるということを想定していたところでございま

す。そういうものの中で能登半島から避難した方について

は、若干、入居と同時ということは、急でしたのでいかなか

ったわけですけれども、例えばエアコンであるとか、洗濯機

であるとか、布団であるとか、そういった最低限のものは準

備を、ご案内しているところでございます。 

会 長 ○○委員。 

○ ○ 委 員 それで確認をいたしましたが、大変厳しい状況で避難され

ている方々ですので、必要な備品をそろえていただくことを
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よろしくお願いいたします。以上です。 

会 長 他に。はい。○○委員。 

○ ○ 委 員 はい。ありがとうございました。 

能登半島の支援なんですが、三次避難も増えてですね、さ

れている方々ですので私としても寄り添っていきたいと思

っていますので、お願いさせていただきたいと思います。 

この方々に対して何ですけど、敬老パスですとか、福祉パ

ス的なものを提供するとか、そういった形の支援みたいなも

のは検討されているものがあるのかがちょっとお聞きした

い。 

会 長 小野課長。 

小 野 課 長 被災者支援という意味では、総務局の危機管理室が中心と

なってやっておるところでございます。その中で私達住宅部

の方では、住戸の提供ということでございます。聞いておる

ところでは、例えばお子さんがいれば教育支援とか、健康保

険の関係を健康福祉局ということはございます。今先生仰っ

た、敬老パスという所については聞いていないところで、恐

らくないと考えており、今のところは進めていないものとい

う承知でございます。 

会 長 ○○委員。 

○ ○ 委 員 分かりました。担当局に色々確認していきたいと思いま

す。報告事項の内容では無いんですが、ちょっと心配事があ

るとすると、市営住宅の関係の建替えですとか、居住されて

いる方の入れ替えですとか、それに伴って原材料の高騰によ

る、物資の高騰によるものですとか、それこそハウスクリー

ニングの方々の人件費が上がることに対して、なんか最終的

に入居料金に跳ね返ってきてしまうのかなという、ちょっと

心配事があるんですけど、特に名古屋市ですとか大阪市のよ

うに、対象戸数が多い所、この辺はどういった形でそこら辺

の情報交換をされていることが有ればちょっとお聞きした

いんですが。 

会 長 小野課長。 

小 野 課 長 公営住宅の家賃につきましては、国が全て計算式を定めて

おります。具体的には、例えば土地に関して固定資産税がい

くらかかっているか、建てる時にどれ位の経費がかかってい
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るか、部屋の中に例えば風呂釜があるか、そういった利便性

係数と言われておるところでございますけれど、そういった

ものを掛け合わせたうえで、一律に条例で決めているもので

ございます。そういう中で様々諸経費が最近高騰しておると

ころでございますけれども、それによって家賃の変動という

ものはございません。 

会 長 はい。よろしいですか。他によろしいでしょうか。 

では他にご発言もないようですので、次第３「報告」につ

きましては以上とさせていただきます。 

先程のところなんですが、「令和６年４月横浜市営住宅入

居者募集の実施及び入居者選考基準」につきましては、市長

に上申をする必要がございますので、案文の調整は会長に一

任とさせていただきます。ありがとうございます。 

続きまして次第４「その他」について何かございますか。 

ご発言がありましたらお願いいたします。 

他にご発言もないようですので、次第４「その他」につき

ましては以上とさせていただきます。 

それでは以上をもちまして本日の審議を終了いたします。

議長の務めを終わらせていただき進行を事務局に返したい

と思います。ご協力いただきありがとうございました。 

住 宅 部 長 ○○会長、どうもありがとうございました。 

本日は長時間にわたりご審議いただきまして、誠にありが

とうございます。何点か今回もご要望を頂いております。 

すぐ解決できるものと、しっかりとお時間を頂いて、別の審

議会等にお諮りをしなければいけない、こちらも準備しなけ

ればいけないものもあろうかと思います。今日頂いたご要望

等につきましては、しっかりと事務局の方で承りまして検討

を進められるものはしっかりと進めていきたいというふう

に考えております。本日はどうもありがとうございました。 

 


